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利用例

多様な反応性を示すフッ素化剤
特長

• 湿気や空気に安定
• スチレン誘導体の1,1-ジフルオロ化に有効
• 分子内環化を伴うフッ素化が可能

1-Fluoro-3,3-dimethyl-
1,2-benziodoxole

1g 28,000円
[F0957]

F0957はフッ素化に用いられる超原子価ヨウ素化合物で，
湿気や空気に安定です。1,3-ジカルボニル化合物のα位
のフッ素化や，スチレン誘導体の1,1-ジフルオロ化，分子
内環化を伴うフッ素化が報告されています。
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